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」
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2022春闘
団くん

春闘情報を
SNSでチェック！

Facebookもチェックしてね
情報労連
Facebook
@ictj1962

春闘への期待や仲間への
応援メッセージをSNSで発信しよう

@infoictj
情報労連Twitter
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情報労連／〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 3-6 全電通労働会館 5F　　URL http://www.joho.or.jp/

情報労連の活動を発信中！  ぜひフォローしてください！
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Facebook
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ＨＰ
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情報労連東北ブロック支部
高清水酒造労働組合

秋田の銘酒 高清水情
報
労
連

福
利
厚
生
サ
イ
ト

コロナ禍に直面する仲間の製品・サービスを使おう！ ご利用は
あいねっと倶楽部

から

あ
い
ち
ゃ
ん

前職のブラック企業の体験がトラウ
マに。転職後、組合活動に目覚め奮
闘中。情報労連の新聞で連載してい
るので、チェックしてください。

結ちゃん

　今年も「春闘」の季節がやってきまし
た。
　日本の賃金水準は 1997 年をピークに
低下してきました。就業者一人あたり
の GDP は 1997 年以降も緩やかな上昇
トレンドにあったにもかかわらず、実
質賃金は低下し続けてきたのです。
　日本の賃金水準は国際的に見ても相
対的な位置を低下させてきました。
2015 年には韓国に抜かれ、世界との差
はどんどん開いています。
　その結果、「安いニッポン」と呼ばれ
る問題が起きています。賃金が上がら
ないことで、国全体の消費も低迷し、

その結果、商品やサービスの価格も上
げられず、生産コストを下げて利益を
上げようとして賃金の抑制圧力が強ま
る――という悪循環に陥っている。そ
れが日本の現状です。
　この現状を乗り越えるためにも、今
こそ「人への投資」が必要です。連合の
芳野会長は、「経済や企業業績がよくな
ってきた後で賃上げするのではなく、
賃上げによる消費喚起によって企業が
活性化する経済の自律的成長をめざし
ていかなければならない」と強調しま
す。経済の後追いではなく、「人への投
資」によって、自律的な経済成長を実
現する。賃上げが経済の好循環の起点
になるのです。

■　　■　　■　　■　　■

　「春闘」は、全国の労働組合が同じ時
期に会社へ要求書を提出することで交
渉力を高め、最大限の成果を得ようと
する戦術です。つまり、「みんな」で春
闘に取り組むことが欠かせません。
　一つでも多くの労働組合が要求を掲
げれば、社会的な影響力が高まります。

一人でも多くの仲間が労働組合に加入
することで、要求の説得力が高まりま
す。労働組合の活動が、労働組合のな
い職場で働く人たちにも影響していき
ます。
　情報労連は、労働組合としての社会
的役割とその責任を果たすべく、2022
春季生活闘争方針を決定しました。方
針では、2022 春闘を「総合労働環境の
改善」をめざす闘いと位置づけ、雇用
の確保を前提に「賃金改善」の流れを継
続し、「底上げ」「底支え」「格差是正」、
すべての労働者の立場にたった「働き
方の改善」を重点に取り組みを展開し
ます。
　具体的には、２％程度の賃上げや、
企業規模間格差や雇用形態間格差、男
女間格差など格差是正の取り組み、働
き方の改善に向けた取り組みなどを展
開していきます。
　私たちの取り組みが、日本の未来を
つくります。みんなで春闘に取り組み、
未来を明るくしていきましょう！

みんなで春闘を盛り上げよう
番外編

結 「賃上げ」で経済の好循環に転換を

2022春季生活闘争のポイントは
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情報労連 2022春季生活闘争では、以下を方針として掲げています
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中間層が
薄くなる一方で
低所得層が
増加

現状

全体的な底上げ

●「人への投資」を積極的に促
すため、２％程度の賃上げ
をめざず

格差是正に向けた
取り組み

●サプライチェーン全体の
　成長・発展
●企業規模間格差の是正
●雇用形態間格差の是正
●男女間格差の是正

底支えに向けた
取り組み

●情報労連最低賃金協定
●企業内最低賃金

働き方の改善に
向けた取り組み

●労働時間の適正化
●すべての労働者の雇用安定
●職場の均等均衡待遇の実現
●60歳以降の雇用
●ダイバーシティー推進

消費拡大

人への投資

能力・意欲の

向上と所得増

企業の

利益向上

人への投資を
起点とした
好循環が必要！
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※画像は
　イメージです
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11. 

12. 

13. 
1４. 

15. 
16. 

17. 

18. 

20.

21.
22.

教えてもらったことを繰り返し学んだ
り練習したりすること
英単語の文字の並び
中国が原産の観賞用の淡水魚。お祭
りの屋台などでもよく見られる
なかなか終わらなかったものごとに決
着をつけて終わりにする。「○○をつ
ける」
餃子や焼売、饅頭などにつめるもの
の総称
基本的に平たい形状をしており、帽
子や頭髪の飾りとして用いる
眼鏡やコンタクトのレンズの強さの値
情報労連が行っている、地球と私た
ちの未来のために行う社会的な活動。
「○○Earth」
鉛筆の中央にある部分
同じ時代に生まれ、共通の話題や感
覚を持つ人々の総称
売り上げに対し仕入れの値段が占め
る割合
ある箇所を接着し固定するために使
う、螺旋上に溝を掘った金物
ある物事の原因。「この不具合は A
に○○○している」
急に加わる強い衝撃や心の動揺
お寿司と一緒に食べる、生姜を薄く
切ってお酢で漬け込んだもの

川の砂などにごく微量含まれる金 
政治権力に対し、武力で抵抗するこ
と。「承久の○○」
ヨーロッパ大陸の北西部にある島国。
正式名称は「グレートブリテンおよび
北アイルランド連合王国」
刺身など魚介類を、醤油やみりんな
どを煮詰めて、長持ちさせるための
技術
抑えていた状態から開放すること。
情報の公開時にも使われる
前もって投与することで感染症の原
因となる病原体に対する免疫をつくる
こと
鳥や魚などを捕獲、採集する際など
に使う、糸や針金などを編んで作った
道具
感じ方が鈍かったり、気が利かないこと
情報労連の福利厚生サービス「○○
○○○倶楽部」に登録しよう！
新しく仲間入りした人
マンガの分類のひとつで、写実性が
高く描写が動的な、青年を対象にし
た表現手法
物理学の言葉で、時間と空間

2.
3.

4.

6.

7.

9.

11. 

13.
14.

15.
17. 

19. 

2022春闘  クロスワード・パズル

【解き方】
「タテのカギ」「ヨコのカギ」の設問の答えをそれぞれマス目
にカタカナで埋めていきます。解き終わったらＡ～Fの文字
をつなげてください。それが答えです。抽選で豪華な賞品が
当たりますので、どしどしご応募ください！

シ ュ ン ト ウ

A

C

D

E

F

B

13

9

18 19

1615

10

20 21

14

17

22

11 12

1 3 4 6 75

8

2

　
　

あ
い
ち
ゃ
ん

◆タテのカギ ◆ヨコのカギ

クロスワード・パズルに挑戦して
豪華な商品を獲得しよう！

情報労連の福利厚生サービス

クロスワード・パズルの応募はこちらからどうぞ！

ご 登 録 は お 済 み で す か
https://www.i-net-club.jp/
※組合員の方、退職者の会会員の方などは無料
で登録できます

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

登
録
お
願
い

し
ま
す
！

A B C D FE解
答

2等賞（3名様）
SIXPAD
Power Gun

3等賞（5名様）
SONY
防災用
ポータブルラジオ

4等賞（15名様）
高清水化粧品
化粧水・乳液セット

5等賞（20名様）
奥中山高原の輝きFセット
カシスde美人
カシスと林檎の
コンフィチュール 95g×2個

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。
　賞品発送は5月下旬予定。

【賞品】1等賞（1名様）
オールインワンVRヘッドセット
Oculus Quest 2 
128GB

【応募方法】

〈応募資格〉情報労連組合員および家族

〈郵便はがきで応募〉

①パズルの答え  ②住所  ③氏名  ④電話番号
⑤所属組合（支部・分会名まで）  ⑥2022春闘に期待する一言

郵便はがきに①～⑥を記載し、下記宛にお寄せください
〒101-0062
東京都千代田区神田駿河台 3－6 全電通労働会館 5F 
「情報労連 総合組織局」宛　

〈締め切り〉2022年4月15日消印有効（24時受信分まで）

〈あいねっと倶楽部のホームページから応募〉

1ページ下部の二次元バーコードからあいねっと倶楽部にアクセスし、
　ユーザー ID・パスワードを登録して会員ページにログイン！
2 『2022 春闘クロスワード・パズル応募』ボタンを
　クリックして応募してください

※2月15日から受付開始

※記載していただいた個人情報は、プレゼントの発送以外には使用しません。
ご本人の同意がなければ第三者に個人情報を提供することもございません。
取得した個人情報は紛失や漏洩などが発生しないよう積極的な安全対策を
実施いたします。


